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校長室だより           
                                      第 11 号 

2026年2月3日 

 

 北海道立農業大学校校長の下堀（しもほり）です。いつも、道立農大のホームページをご覧いた

だきありがとうございます。 

 今回は、道立農大における学生主体の農場運営システムを御紹介するとともに、１年生から２年

生への農場引き継ぎの様子をお知らせします。 

 

道立農大の農場 

運営システム 
 

 道立農大の農場運営は、基本的に養成

課程の学生が担っています。 

 

 右図のとおり、学科ごとに学生による

農場運営組織を作り、各部門ごとの様々

な農作業について、スケジュールや作業

の改善点などを打ち合わせながら段取り

や分担を決め、学生主体で農場を運営し

ています。 

 

 道立農大は２年制ですが、１年生は入

学当初から約半年間、職員や２年生から

農場運営の基礎を習得し、その後２年生

から農場を引き継ぎ、１年生が主体で運

営します。 

 

 そして、２年生になると農場でプロジ

ェクト（農場での試験等）に取り組み、次

の１年生に農場を引き継ぎ、２年生は自

分が集めたデータに基づき卒業論文を執

筆します。 

  

 この２年間を通じ、農場運営に関する技術伝承が行われ、その技術がレベルアップし、最終的に

卒論までつなげるシステムって、すごいと思いませんか。 

 

【道立農大の２年間のイメージ（農場運営を中心に）】 

１年生 ２年生 
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農場引き継ぎ 
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畑作園芸経営学科の農場引き継ぎ 
 畑作園芸経営学科では、作物の収穫がほぼ完了する 10 月下旬に農場の引き継ぎ式が行われまし

た。引き継ぎ式では、農場の清掃・片付けを行い、１年間のヒヤリハット（重大事故の一歩手前の

重大な事象）を皆で共有しました。 

 なお、ハロウィンの時期でもあることから、仮装をしてくる学生もチラホラ。 

 

  
↑農場の片付けと清掃 

↑ヒヤリハットの共有 
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畜産経営学科の農場引き継ぎ 
 畜産経営学科では、11 月上旬に１年生への農場引き継ぎを完了していますが、年が明けた１月中旬に農場

引き継ぎ式と慰労会を実施しました。 

 引き継ぎ式では、新旧農場長などの挨拶が行われ、その後、本校で肥育した黒毛和種の牛肉（Ａ５）の焼き

肉による慰労会がバンカーサイロ格納庫で行われました。消化力が落ちた自分は脂身の多い肉は数枚で十分

ですが、消化力がある学生達は思う存分焼き肉を堪能したでしょう。 

 この後、２年生は卒業論文執筆の佳境を迎え、１年生は厳寒の中での農業運営に取り組むこととなります。

焼き肉でスタミナを付けて乗り切ってください！ 

  

 
 


